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貯水位 ｍ

洪 水 量 　 1 5 0 m3 / s

平 常 時 最 高 貯 水 位 　 EL2 3 5 . 0 m

洪 水 時 最 高 水 位 　 EL .2 5 2 .9 m

た だ し 書 き 操 作 開 始 水 位 　 EL.2 5 1 . 5 m

計 画 高 水 流 量 　 　  1 2 5 0 m3 / s

計 画 最 大 放 流 量 　 　 5 0 0 m3 / s

平成21年7月21日に強い降雨となり、流域平均総雨量は、八
田原ダム流域で約90mmを記録した。この洪水において、八田原
ダムでは、約175m3/sの洪水ピーク量を低減させ、目崎地点で
約65cmの水位を低下させた。

この操作により八田原ダムは貯水量が回復し、前日までの渇水
状況が解消されました。

ピークカット量：約175ｍ3/s
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八田原ダムにおける洪水調節による治水効果《芦田川（広島県）》

八田原ダム

広島県

岡山県

鳥取県島根県

山口県

平成21年7月21日

約90mm
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目崎地点

八田原ダム

目崎地点（29K400）における八田原ダムの洪水調節効果

※上流より下流を望む

水位低下量　約65cm

ダムがなかった場合の推定水位

記録した最高水位

ダムで洪水を調節したことにより、下流の川（目崎地点）
の水位は推算で約　65cm下げる効果がありました。

【速報】


